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柳丼市にお住まいの方ヘ
柳メキi市朽「丼2060-8
上関の中間貯蔵施設を考える周防住民の会

議会決議②邑報告
※7月 に配布したお願いには、多数の署名を頂きありがとうございました。
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市民の安全が
一番大事
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資源だから
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7月 にお願いした
請願の署名には
4000名が記入

推進派意見
(消極的推進派)

[昨熙 、二説急)は ]

『核の宝』だ



表の見方 ○中間貯蔵施設に「反対してくれた議員」 ●中間貯蔵施設に「反対してくれなかつた議員」
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継続審査反対
(中 間 貯 蔵 反 対 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続審査賛成 ● ● ● ● ● ● ● ●

※柳丼市ホームページ「令和7年第3回定例会 (議員別の賛否一覧)」 を加工

山本達也議員は付託された総務文教委員会での意見を記載

今年フ月に約4000名の市民の方々から「市議会として反対表明して欲しい」との署名を頂きました。
その結果を持つて、柳丼市議会に反対表明を求める請願書を提出しましたが、

残念ながら結果としては「継続審査」 (結論を出さない、先送り)となりました。

【継続審査賛成(先送り)した議員の意見】
。国や事業者の説明を聞いてからでないと判断できない。
。「核のゴミ」というポスターを見るようになつたが、有用な資源なので核のゴミでは無くて「核の宝」だ。

【継続審査反対(中間貯蔵に反対)した議員の意見】
。市民の安全を守ることが自治体の使命。中間貯蔵施設の建設は安全安心に逆行する。

・20人以上の市民の声を聴いたが「賛成」という人は一人もいなかつた。
。「今は判断できない」という議員は「消ITR的な推進派」と請願書提出者は言つている。その通りだと思う。

「継続審査」とする議員は「消極的な推進派」と言えるのではないでしょうか ?

私達は請願書の中で、以下のようにお願いをしています。

①極めて膨大な危険物質が関西から来る

②テロを含めて一定程度の明らかなリスクが想定され「誰も安全を約束できない」
③もし福島級の事故が起きたら市民は住む家を失う

以上3点が明白な限り、「市民の安全を守る」ために判断する根拠・材料としてはそれだけで十分

「国策と市民の安全」の利害が完全に相反対となった時にIま、

「市民の代表としてIま『市民の安全』を優先」して欲しい。
・説明会等で時間稼ぎをする間に推進の方向の既成事実が積み重なり後戻りできなくなる。
。説明会の実施後になっても市民が反対した時に計画が止まる保証が全く無く、

結果的に計画を進めたい電力会社に肩入れすることになる。

県知事は「周辺市町の理解が大前提」と
言つてくれています。

1専来にわたつて子どもや孫の代でも

安心して暮らせる町であり続けるために、

安全安心を守つてくれる政治家(国政 0県政 0市政)を
応援しましょう。


